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中
世
後
期
の
地
震
と
年
代
記

矢
田
　
俊
文

一
　
は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
地
震
史
研
究
の
た
め
に
中
世
後
期
の
地
震
記
事
が
記
載
さ
れ
る
年

代
記
の
史
料
的
性
格
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

田
良
島
哲
氏
は
'
歴
史
地
震
研
究
に
お
い
て
は
、
政
治
史
・
社
会
史
の
た
め
の
記
録
・

文
書
と
は
異
な
る
年
代
記
な
ど
の
史
料
群
を
取
り
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
'
年
代
記

の
記
事
の
信
頼
性
を
評
価
す
る
に
は
原
年
代
記
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

る
(
土
。
ま
た
、
笹
本
正
治
氏
は
'
中
世
の
歴
史
地
震
記
事
を
確
定
す
る
た
め
に
日
蓮

宗
僧
自
国
と
そ
の
法
脈
を
中
心
と
す
る
甲
斐
常
在
寺
(
曳
、
山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
)

の
衆
中
が
書
き
続
け
た
『
妙
法
寺
記
』
と
十
八
世
紀
後
半
に
ま
と
め
ら
れ
た
信
濃
佐
閑

辺
(
輿
長
野
県
下
伊
那
郡
天
龍
村
坂
部
)
の
熊
谷
家
の
伝
記
で
あ
る
『
熊
谷
記
伝
記
』

を
検
討
し
、
『
妙
法
寺
記
』
の
文
正
元
年
(
一
四
六
六
)
以
前
と
『
熊
谷
記
伝
記
』
の
中

世
の
記
事
は
'
他
の
記
録
等
を
前
提
に
そ
の
地
域
と
は
関
係
の
な
い
記
事
を
練
り
込
ん

で
い
る
と
す
る
(
2
)
0

以
前
私
は
'
既
刊
の
地
震
史
料
集
で
使
用
さ
れ
て
い
る
『
越
後
年
代
記
』
互
に
つ
い

て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
。
『
越
後
年
代
記
』
は
'
日
本
書
紀
、
続
日
本
紀
へ
扶
桑
略
記
、

元
享
釈
書
、
太
平
記
へ
薩
戒
記
'
康
富
記
、
廻
国
雑
記
、
北
越
太
平
記
へ
　
承
久
記
、
吾

妻
鑑
へ
　
北
越
軍
記
な
ど
の
既
刊
文
献
を
使
っ
て
慶
応
二
年
二
八
六
六
)
　
に
紀
興
之
が

編
纂
し
た
年
代
記
で
あ
り
、
『
越
後
年
代
記
』
を
使
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
'
紀
興
之
が
使

っ
た
も
と
の
史
料
に
ま
で
遡
っ
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
(
T
)
c

地
震
史
研
究
に
と
っ
て
年
代
記
の
活
用
は
欠
か
せ
な
い
が
'
年
代
記
は
そ
の
史
料
の

性
格
を
明
確
に
す
る
こ
と
な
し
に
利
用
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
本
稿
で
は
　
「
重
撰

倭
漠
皇
統
編
年
合
運
図
」
な
ど
い
く
つ
か
の
年
代
記
の
地
震
・
噴
火
の
記
事
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
へ
年
代
記
が
も
つ
特
有
の
性
格
を
検
討
す
る
。
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
へ

中
世
後
期
の
地
震
史
研
究
を
進
展
さ
せ
た
い
。

二
　
年
代
記
の
記
事
と
出
典

各
地
に
は
多
く
の
年
代
記
が
伝
来
し
て
い
る
。
ま
た
年
代
記
に
は
　
「
重
撰
倭
漢
皇
統

編
年
合
運
図
」
の
よ
う
に
近
世
初
期
に
印
刷
さ
れ
流
布
し
た
も
の
も
あ
る
。
本
章
で
は
'

年
代
記
が
い
か
な
る
史
料
に
依
拠
し
て
作
成
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
は
じ

め
に
年
代
記
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
'
近
世
初
期
に
出
版
さ
れ
た
　
「
重
撰
倭
漠
皇
統
編

年
合
運
図
」
を
対
象
と
し
て
'
年
代
記
の
記
事
と
そ
の
出
典
を
考
え
る
。

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
古
活
字
版
年
代
記
「
重
撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
」

に
は
'
次
の
よ
う
な
地
震
・
火
山
の
記
事
が
み
え
る
o
　
以
下
に
掲
げ
た
も
の
は
'
一
三

六
一
年
以
後
の
地
震
・
火
山
記
事
で
あ
る
。
こ
の
「
重
撰
倭
湊
皇
統
編
年
合
運
図
」
(
5
)

は
、
慶
長
八
年
(
一
六
〇
三
)
ま
で
記
事
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
も
の
で
'
そ
れ
以
後
は

手
書
き
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
編
纂
物
と
は
い
え
'
慶
長
八
年
頃
に
編
ま
れ
た
も
の

で
あ
り
、
地
震
史
料
と
し
て
は
重
要
で
あ
る
。
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(
史
料
1
)

康
安
元
　
　
　
六
廿
二
大
雪
降
へ
　
極
寒
如
冬
へ
　
七
廿
四
難
波
浦
数
百
町
水
枯
、

又
大
雪
如
山
、
三
晦
京
城
八
十
六
町
炎
、
○
防
州
海
中
出
鼓
、

大
過
廿
丈

応
永
九
　
　
　
春
雪
星
出
'
夏
大
草
、
秋
洪
水
大
風
、
冬
地
寮

応
永
十
一
　
正
廿
一
、
下
野
国
那
須
地
獄
焼
出

応
永
十
三
　
　
春
天
下
飢
'
秋
洪
水
大
風
、
冬
十
一
朔
、
大
地
震

応
永
十
四
　
　
正
玉
へ
　
大
地
震

文
安
玉
　
　
　
水
災
、
地
震
'
疾
疫
'
飢
倦

宝
徳
元
　
　
日
四
月
数
日
大
地
震

康
正
元
　
　
　
十
二
、
晦
夜
大
地
寮

文
正
元
　
　
　
十
二
廿
九
へ
大
地
震

明
応
三
　
　
　
五
七
、
大
地
震

明
応
七
　
　
　
六
十
T
 
t
諸
州
大
地
簾

永
正
七
　
　
　
八
七
、
大
地
康

永
正
九
　
　
　
六
月
'
大
地
震

天
文
二
十
三
　
日
五
月
白
山
焼
出

天
正
十
二
　
　
明
年
十
1
廿
九
、
大
地
震
過
年
不
止

(大)

慶
長
元
　
　
　
天
下
大
霜
、
閏
七
十
二
、
人
地
震
、
遜
月
不
止
'
○
京
師
・
盤
内

関
東
諸
国
、
降
毛
長
四
'
五
寸

右
の
「
重
撰
倭
漠
皇
統
編
年
合
運
図
」
　
の
記
事
の
う
ち
か
ら
、
南
海
ト
ラ
フ
周
辺
で

起
っ
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
以
上
の
巨
大
地
寮
の
記
事
を
見
て
み
よ
う
0
南
海
ト
ラ
フ

周
辺
の
巨
大
地
震
は
、
中
世
後
期
に
は
1
三
六
一
年
(
康
安
元
)
と
1
四
九
八
年
(
明

応
七
)
の
二
度
起
こ
っ
て
い
る
。
「
重
撲
倭
湊
皇
統
編
年
合
運
図
」
に
は
'
明
応
七
年
八

月
二
十
五
日
に
南
海
ト
ラ
フ
周
辺
で
起
っ
た
巨
大
地
震
で
あ
る
明
応
地
震
の
記
述
は
な

い
O
同
年
六
月
十
一
日
に
「
諸
州
大
地
震
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
応
七
年
八
月
二
十

五
日
と
は
別
の
地
震
で
あ
る
。
「
重
撲
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
」
に
は
、
東
海
地
域
に
津

波
等
の
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
明
応
地
震
の
記
事
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
0

一
三
六
1
年
の
巨
大
地
震
に
つ
い
て
は
他
の
地
震
記
事
よ
り
も
多
く
の
記
載
が
あ
る
〇

七
月
二
十
四
日
、
難
波
浦
で
は
数
百
町
水
が
枯
れ
、
防
州
海
中
に
は
二
十
丈
を
超
え
る

大
き
な
鼓
が
出
祝
し
た
と
あ
る
。
ま
た
'
大
雪
山
の
如
し
と
あ
る
。
こ
の
記
事
は
何
に

も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
の
史
料
は
、
古
態
本
の
「
西
源
院
本
太
平
記
」
第
三
十
六
巻
(
6
)
で
あ
る
。

(
史
料
2
)

一
、
大
地
粟
井
所
々
怪
異
四
天
王
寺
金
堂
板
倒
事

同
元
年
六
月
十
八
日
之
巳
刻
ヨ
リ
'
同
十
月
比
二
至
ル
マ
テ
へ
大
地
ヲ
ヒ
タ
ヽ
シ

ク
動
テ
'
日
々
夜
々
止
ム
時
ナ
シ
'
(
中
略
)
七
月
廿
g
]
日
ニ
ハ
摂
津
国
難
波
浦
ノ

イ
◆
ツ
◆

奥
、
数
百
町
半
時
計
乾
キ
ア
カ
リ
テ
、
無
量
之
魚
共
沙
ノ
上
二
　
吻
ケ
ル
程
ニ
、

当
リ
ノ
浦
ノ
海
士
共
へ
網
ヲ
巻
鈎
ヲ
棄
テ
、
我
劣
ラ
シ
ト
拾
ケ
ル
処
ニ
'
又
俄
ニ

i'-K

大
雪
山
之
如
ク
ナ
ル
潮
満
来
テ
、
漫
々
タ
ル
海
二
成
ケ
レ
ハ
、
数
百
人
ノ
海
人
共

独
モ
生
テ
帰
ル
ハ
無
リ
ケ
リ
'
亦
周
防
之
鳴
戸
俄
二
潮
去
テ
陸
ト
ナ
ル
'
高
ク
時

タ
ル
岩
ノ
上
ニ
'
筒
ノ
マ
バ
リ
廿
丈
計
ナ
ル
大
鼓
ノ
'
銀
ノ
ヒ
ヤ
ク
ヲ
シ
ケ
ク
打

X
D
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
E
I
i
l
s
呂

テ
、
面
ニ
ハ
ト
モ
絵
ヲ
奮
、
題
ニ
ハ
八
龍
ヲ
撃
　
ハ
セ
タ
ル
顕
レ
出
タ
リ
、

史
料
2
に
は
、
七
月
二
十
四
日
に
摂
津
国
難
波
浦
ノ
沖
が
数
百
町
半
時
ほ
ど
干
上
が

っ
た
こ
と
へ
　
ま
た
、
大
雪
山
の
よ
う
な
津
波
が
到
来
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
'
周
肪
の
鳴

門
が
干
上
が
り
高
く
そ
び
え
立
つ
岩
の
上
に
、
筒
の
周
り
二
十
丈
ほ
ど
の
大
鼓
が
顕
わ

2



れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
へ
　
「
重
撰
倭
湊
皇
統
編
年
合
運
図
」
の
七
月
二
十

四
日
、
津
波
浦
で
は
数
百
町
水
が
枯
れ
'
防
州
海
中
に
は
二
十
丈
を
超
え
る
大
き
な
鼓

が
出
曳
し
た
と
い
う
記
事
と
同
じ
で
あ
る
。
「
重
撰
倭
漠
皇
統
編
年
合
運
図
」
の
典
拠
の

一
つ
が
『
西
源
院
本
太
平
記
』
等
の
古
態
本
太
平
記
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
三
'

1
三
六
1
年
の
巨
大
地
震
は
、
難
波
浦
な
ど
鼓
内
に
大
き
な
津
波
被
害
を
も
た
ら
し

た
o
 
r
重
撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
」
は
'
能
内
の
地
震
津
波
被
害
に
は
注
目
し
て
記
事

を
載
せ
て
い
る
が
'
東
海
地
方
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
明
応
七
年
八
月
二
十
五

日
の
記
事
は
載
せ
て
い
な
い
.
そ
の
1
方
で
、
同
年
六
月
十
一
日
の
地
簾
記
事
は
掲
載

し
て
い
る
。

明
応
七
年
六
月
十
1
日
の
地
震
は
、
『
後
法
典
院
記
』
『
御
湯
殿
上
日
記
』
『
書
国
卿

記
』
『
実
隆
公
記
』
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
の
同
日
条
に
地
震
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
(
8
)
。
『
後
法
典
院
記
』
に
は
「
申
刻
大
地
震
」
と
記
さ
れ
る
。
明
応
七
年
八
月

二
十
五
日
の
南
海
ト
ラ
フ
周
辺
で
起
こ
っ
た
地
震
は
、
京
都
・
奈
良
で
も
感
じ
、
『
後
法

典
院
記
』
『
御
湯
殿
上
日
記
』
『
言
国
卿
記
』
『
実
隆
公
記
』
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に

も
地
震
の
記
事
が
あ
り
、
『
後
法
興
院
記
』
に
は
、
r
辰
時
大
地
震
'
去
六
月
十
1
日
地

震
1
陪
事
也
」
と
記
さ
れ
る
。
八
月
二
十
五
日
の
地
震
は
、
『
後
法
典
院
記
』
に
六
月
十

丁
目
の
二
倍
も
の
揺
れ
を
感
じ
た
と
記
さ
れ
る
大
地
震
で
あ
っ
た
が
、
r
重
撰
倭
漠
皇

統
編
年
合
運
図
」
　
の
明
応
七
年
の
項
に
は
八
月
二
十
五
日
の
地
震
は
記
さ
れ
ず
'
記
さ

れ
た
地
震
は
六
月
十
丁
目
の
地
震
で
あ
っ
た
o

以
上
、
r
重
撰
倭
漠
皇
統
編
年
合
運
図
」
の
中
世
後
期
の
地
寮
記
事
の
う
ち
南
海
ト
ラ

フ
周
辺
で
起
こ
っ
た
1
三
六
一
年
と
7
四
九
八
年
の
二
つ
の
巨
大
地
窯
の
記
事
を
検
討

し
た
o
　
そ
の
結
果
、
1
三
六
一
年
の
地
簾
に
つ
い
て
は
、
古
態
本
太
平
記
に
依
拠
し
て

記
事
が
事
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
一
四
九
八
年
に
つ
い
て
は
へ
東
海

地
方
等
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
八
月
二
十
五
日
の
地
震
で
は
な
く
へ
　
そ
れ
よ
り

も
京
都
で
も
揺
れ
が
小
さ
い
六
月
十
一
日
の
地
康
が
選
択
さ
れ
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
「
重
撲
倭
湊
皇
統
編
年
合
運
図
」
は
、
慶
長
八
年
頃
に
編
ま
れ
た
も
の
で

あ
り
、
地
震
の
研
究
史
料
と
し
て
は
重
要
な
史
料
で
あ
る
が
'
中
世
後
期
に
日
本
列
島

に
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
重
大
な
地
震
に
つ
い
て
書
き
込
ま
れ
た
史
料
で
は
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

三
　
年
代
記
と
地
震
記
事

二
で
検
討
し
た
「
重
撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
」
は
、
中
世
後
期
に
日
本
列
島
に
大

被
害
を
も
た
ら
し
た
重
大
な
地
震
が
書
き
込
ま
れ
た
史
料
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。
近
世
の
中
期
・
後
期
に
成
立
し
た
年
代
記
で
は
な
く
、
そ
れ
よ

り
も
早
い
時
期
の
慶
長
八
年
に
作
成
さ
れ
た
年
代
記
で
あ
る
か
ら
、
年
代
記
と
し
て
は

良
質
な
も
の
と
考
え
て
も
よ
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
1
三
六
1
年
、
1
四
九
八
年
の
南

海
ト
ラ
フ
周
辺
で
起
こ
っ
た
巨
大
地
震
情
報
も
編
纂
者
の
体
験
に
も
と
づ
く
も
の
で
は

な
く
、
太
平
記
な
ど
な
ん
ら
か
の
著
作
物
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
同
時
代
の
日
記
等
に

記
さ
れ
た
地
震
記
事
と
は
異
な
る
。

年
代
記
に
記
さ
れ
た
記
事
の
な
か
で
も
へ
　
そ
の
年
代
記
が
記
さ
れ
た
時
期
よ
り
も
は

る
か
以
前
の
記
事
を
地
震
史
料
と
し
て
使
用
す
る
時
は
'
相
当
慎
重
に
取
り
扱
わ
ね
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
近
世
中
期
に
作
成
さ
れ
た
年
代
記
で

確
認
し
よ
う
。
検
討
す
る
年
代
記
は
'
石
巻
市
真
野
の
加
納
家
の
年
代
記
(
9
)
で
あ
る
。

難
波
信
雄
氏
(
柑
)
は
'
「
加
納
家
年
代
記
」
の
序
文
と
記
述
内
容
か
ら
、
根
幹
部
分
は
天

明
四
年
(
一
七
八
四
)
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
次
に
加
納
家
の
年
代
記
(
以

下
'
「
加
納
家
年
代
記
」
)
　
の
中
世
後
期
の
地
震
・
噴
火
記
事
を
掲
げ
る
。

(
史
料
3
)

3



(
t
t
t
t
l
六
事
)

七
月
廿
日
難
波
浦
水
滴
ル
事
数
百
丁
、
周
防
海
中
鼓
出
へ
大
サ
過
二
十
丈
過
ク
リ
(
中

(

I

)

永

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

応

永

)

略
)
同
九
壬
午
は
1
き
星
出
ル
、
夏
大
日
照
へ
秋
洪
水
大
風
、
冬
地
震
、
同
十
一

(tiォ)

甲
申
正
月
下
野
国
那
須
焼
、
(
中
略
)
　
同
十
三
丙
戊
天
下
飢
倦
、
秋
牧
水
大
風
、

(

応

九

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

永

事

)

冬
十
7
月
朔
日
大
地
震
、
同
十
四
丁
亥
正
月
五
日
地
震
(
中
略
)
　
同
四
壬
子
九
月

リ
K
t
t
f
i

十
六
日
地
震
へ
同
五
戊
辰
、
水
災
・
地
簾
・
疾
疫
拝
飢
健
'
宝
徳
元
己
巳
四
月
よ

u
□
円
K
-
r
s

数
日
大
地
票
へ
康
正
元
乙
亥
三
月
晦
日
大
地
寮
(
中
略
)
　
霜
月
廿
三
日
夜
大
津
波

(
F
応
)

(
中
略
)
　
文
正
元
丙
戊
十
二
月
廿
九
日
大
地
震
、
(
中
略
)
　
同
三
甲
寅
五
月
七
日

(

F

t

t

)

　

　

　

　

　

　

　

(

F

応

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

九

正

)

地
震
へ
同
四
乙
卯
鎌
倉
地
寮
、
同
七
戊
午
六
月
十
一
日
諸
国
大
地
震
(
中
略
)
同
七

(
天
正
十
三
●
)

庚
午
八
月
七
日
地
震
(
中
略
)
十
月
廿
九
日
地
簾
'
(
中
略
)
慶
長
元
丙
申
天
下
二

土
降
、
閏
七
月
十
二
日
地
震
へ
　
月
ヲ
越
チ
不
止
'
諸
国
毛
降
、
長
四
'
五
寸
位

こ
れ
ら
の
記
事
と
史
料
1
　
「
重
撰
倭
漠
皇
統
編
年
合
運
図
」
を
比
べ
る
と
、
多
く
が

同
じ
記
事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
0
　
1
で
検
討
し
た
一
三
六
1
年
と
1
四
九
八
年
の
地

震
記
事
を
あ
ら
た
め
て
比
較
し
て
み
よ
う
O

史
料
I
に
は
、
一
三
六
一
年
の
地
蔑
記
事
は
　
r
七
廿
四
難
波
浦
数
百
町
水
枯
、
又
大

雪
如
山
、
○
防
州
海
中
出
故
へ
大
過
廿
丈
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
史
料
3
で
は
、
「
七
月

廿
日
難
波
浦
水
洞
ル
事
数
百
丁
へ
　
周
防
海
中
放
出
も
大
サ
過
二
十
丈
タ
リ
」
と
あ
り
、

同
7
記
事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
.
ま
た
'
1
四
九
八
年
の
地
震
記
事
は
、
r
明
応
七

六
十
一
、
諸
州
大
地
震
」
と
あ
る
の
に
対
し
'
史
料
3
で
は
t
 
r
七
戊
午
六
月
十
一
日
諸

国
大
地
震
」
　
と
あ
り
同
じ
で
あ
る
。
明
ら
か
に
、
史
料
3
の
多
く
は
、
史
料
1
　
「
重
撰

倭
湊
皇
統
編
年
合
運
図
」
と
同
系
統
の
年
代
記
へ
u
)
に
基
づ
い
て
記
述
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
'
近
世
中
後
期
成
立
の
年
代
記
に
お
け
る
中
世
後
期
の
記
事
は
、
「
重
撰

倭
漠
皇
統
編
年
合
運
図
」
な
ど
、
す
で
に
作
成
さ
れ
た
年
代
記
を
も
と
に
作
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
(
望
o

し
た
が
っ
て
へ
本
年
代
記
の
な
か
で
信
頼
で
き
る
記
事
は
、
そ
の
年
代
記
が
作
成
さ

れ
た
時
期
と
近
い
時
期
の
記
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
下
で
は
信
頼
で
き
る
地
震
記

事
が
記
さ
れ
る
年
代
記
を
見
て
い
こ
う
。

ま
ず
'
「
生
田
本
鎌
倉
大
日
記
し
(
2
)
か
ら
始
め
る
。

(
史
料
4
)

(
裏
書
)

ワ
門
L
E
T
S

九
・
十
六
・
夜
子
穀
、
大
地
寮
'
山
崩
、
築
地
悉
顛
例
へ
夜
中
動
事
三
十
余
慶
、

惣
而
其
後
廿
ケ
日
計
へ
　
昼
夜
動
事
数
十
度
也
、

五
・
廿
1
午
魁
、
地
震

右
に
掲
げ
た
史
料
4
は
'
「
生
田
本
鎌
倉
大
日
記
」
永
享
五
年
条
の
裏
に
記
載
さ
れ
た

地
震
記
事
で
あ
る
o
臼
井
信
義
氏
に
よ
れ
ば
、
r
生
田
本
鎌
倉
大
日
記
」
は
関
東
足
利
氏

の
末
有
で
あ
る
喜
連
川
家
に
伝
来
し
た
年
代
記
で
、
応
永
二
十
年
代
末
頃
に
書
か
れ
、

そ
れ
に
永
享
十
丁
年
(
1
四
三
九
)
頃
ま
で
に
追
隼
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
<
2
r
本

史
料
に
よ
る
と
'
永
享
五
年
(
一
四
三
三
)
五
月
二
十
一
日
と
九
月
十
六
日
に
地
震
が

あ
っ
た
O
特
に
九
月
十
六
日
は
　
「
大
地
震
」
　
で
、
山
崩
れ
が
起
こ
り
、
そ
の
後
'
二
十

日
間
ほ
ど
で
数
十
度
揺
れ
た
と
あ
る
。

東
国
の
年
代
記
で
信
頼
で
き
る
年
代
記
で
あ
る
r
神
明
鏡
」
(
」
)
に
は
'
ど
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
康
安
元
年
以
降
の
地
震
・
噴
火
記
事
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
O

4



(
史
料
5
)

肇
当
年
六
月
ヨ
リ
+
1
月
マ
テ
早
シ
テ
五
穀
モ
悉
枯
,
大
地
寮
モ
日
二
二
,
三

度
宛
不
止
へ
江
州
湖
モ
三
丈
六
尺
干
テ
、
様
々
ノ
不
思
議
ア
リ
、

K
?
t
3

同
十
五
年
正
月
十
八
日
、
野
州
那
須
山
焼
崩
'
同
日
硫
黄
空
ヨ
リ
降
へ
常
州
那
珂

(
応
水
)

河
硫
黄
五
、
六
年
也
、
(
中
略
)
同
十
七
年
庚
寅
正
月
廿
丁
目
又
那
須
山
焼
崩
、

麓
里
打
埋
、
人
百
八
十
余
打
殺
へ
牛
馬
其
数
ヲ
知
ラ
ス
へ
同
日
天
鳴
事
移
、
雷
ノ

声
ノ
如
ク
、
空
ニ
ハ
雲
ナ
シ
へ
大
島
モ
鳴
動
、
勘
状
ニ
ハ
天
狗
動
ト
云
ヘ
リ
、

(

応

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

t

i

九

二

十

七

*

)

同
廿
三
年
九
月
九
日
'
伊
豆
大
島
焼
、
(
中
略
)
同
八
月
十
日
、
鎌
倉
大
地
震
十

七
度

T

j

T

S

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

リ

u

臼

[

永
享
壬
子
三
月
十
二
戊
時
大
地
震
、
(
中
略
)
　
同
五
年
契
丑
九
月
十
六
日
、
大
地

簾
へ
鎌
倉
築
地
崩
へ
極
楽
寺
ノ
塔
ノ
九
輪
落
チ
'
惣
シ
テ
唐
物
共
多
損
'
大
山
ノ

二
王
ノ
額
落
、
前
代
未
聞
也
、
同
六
年
甲
寅
正
月
十
六
日
大
地
震

「
神
明
鏡
」
は
南
北
朝
期
に
一
応
成
立
し
、
そ
の
後
何
度
か
書
き
継
い
で
室
町
初
期

に
完
成
し
た
年
代
記
で
、
最
終
記
事
は
永
享
六
年
(
t
四
三
四
)
で
あ
る
c
s
r
さ
ら
に
t

r
神
明
鏡
」
は
常
陸
佐
竹
氏
周
辺
で
生
み
出
さ
れ
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ォ
S
>
-

本
史
料
に
よ
り
、
応
永
十
五
年
二
四
〇
八
)
と
同
十
七
年
(
1
四
1
0
)
に
那
須

山
の
噴
火
、
応
永
二
十
三
年
(
一
四
二
ハ
)
に
伊
豆
大
嶋
が
焼
け
た
こ
と
が
わ
か
る
(
2
)
^

さ
ら
に
、
応
永
二
十
七
年
(
T
四
二
〇
)
の
鎌
倉
の
地
震
へ
永
享
四
年
(
1
四
三
二
)
・

永
享
五
年
(
]
四
三
三
)
・
六
年
(
1
四
三
四
)
の
地
簾
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
O
永

享
五
年
九
月
十
六
日
の
地
票
は
、
r
生
田
本
鎌
倉
大
日
記
」
に
も
記
さ
れ
て
い
た
地
震
で

あ
る
。

常
陸
佐
竹
氏
周
辺
に
は
、
ほ
か
に
「
東
州
雑
記
」
(
I
 
9
)
と
い
う
年
代
記
が
あ
る
。
以
下

「
東
州
雑
記
」
所
収
の
地
震
・
噴
火
記
事
を
掲
げ
る
。

(
史
料
6
)

(隻)同
十
五
年
正
月
十
八
日
、
野
州
那
須
山
焼
崩
、
同
日
:
空
ヨ
リ
硫
黄
降
'
常
州
那

¥SK3L

珂
川
硫
黄
二
成
事
五
'
六
年
也
'
同
十
七
年
庚
寅
正
月
廿
丁
目
那
須
山
焼
崩
、
麓

里
打
埋
人
百
八
十
余
'
打
殺
サ
ル
牛
馬
不
知
数
'
同
日
天
鳴
事
移
シ
、
空
ニ
ハ
雲

ナ
シ
、
伊
豆
大
嶋
モ
鳴
'
勘
状
ニ
ハ
天
狗
動
ト
云
ヘ
リ
'

コ
同
m
e
a
u
y

同
八
月
十
日
、
鎌
倉
大
地
震
十
七
度
、

延
徳
元
年
四
月
大
地
簾

E
l
s
同
六
年
正
月
廿
六
日
大
地
震

本
史
料
は
'
山
本
隆
志
氏
に
よ
る
と
、
佐
竹
旧
記
に
収
め
ら
れ
る
1
種
の
年
代
記
で
、

記
事
は
貞
治
三
年
二
三
六
四
)
　
か
ら
天
正
五
年
二
五
七
七
)
　
に
及
ぶ
。
も
と
佐
竹

氏
の
菩
提
寺
の
1
つ
清
音
寺
所
蔵
の
も
の
な
の
で
'
佐
竹
氏
に
関
係
の
深
い
寺
院
の
年

代
記
と
考
え
ら
れ
、
自
然
災
害
に
関
わ
る
記
事
も
多
い
と
す
る
(
翌
o
山
本
氏
の
本
史
料

の
解
説
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。

「
東
州
雑
記
」
　
は
、
貞
治
三
年
(
二
二
六
四
)
　
の
記
事
か
ら
始
ま
る
の
で
、
貞
治
三

年
以
後
の
　
r
神
明
鏡
」
　
の
記
事
と
比
較
し
て
み
よ
う
.
史
料
5
　
r
神
明
鏡
」
と
史
料
6

「
東
州
雑
記
」
を
比
べ
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
応
永
十
五
年
、
同
十
七
年
、
同
二
十
七

年
の
記
事
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
応
永
二
十
八
年
ま
で
の
　
r
東

州
雑
記
」
の
記
事
は
「
神
明
鏡
」
に
依
拠
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
'
「
東

州
雑
記
」
は
「
神
明
鏡
」
を
参
考
に
し
て
作
成
さ
れ
た
年
代
記
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。

5



四
　
お
わ
り
に

以
上
へ
　
「
重
撰
倭
漠
皇
統
編
年
合
運
図
」
　
「
加
納
家
年
代
記
」
　
「
生
田
本
鎌
倉
大
日
記
」

「
神
明
鏡
」
　
「
東
州
雑
記
」
の
地
震
・
噴
火
記
事
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
へ
本

稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

1
、
「
重
撰
倭
漠
皇
統
編
年
合
運
図
」
　
の
中
世
後
期
の
地
震
記
事
の
う
ち
南
海
ト
ラ

フ
周
辺
で
起
こ
っ
た
T
三
六
一
年
と
7
四
九
八
年
の
二
つ
の
巨
大
地
震
の
記
戟

を
検
討
し
た
o
　
そ
の
結
果
'
1
三
六
丁
年
の
地
簾
に
つ
い
て
は
へ
　
古
態
本
太
平
記

に
依
拠
し
て
記
事
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
'
一
四
九
八
年
に
つ
い
て
は
へ
東
海

地
方
等
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
七
月
二
十
五
日
の
地
震
で
は
な
く
へ
　
京
都

で
も
揺
れ
が
小
さ
い
六
月
十
一
日
の
地
震
が
選
択
さ
れ
記
さ
れ
て
い
る
。

2
'
「
加
納
家
年
代
記
」
　
の
中
世
後
期
の
記
事
の
多
く
は
、
「
重
撰
倭
漠
皇
統
編
年
合

運
図
」
系
統
の
年
代
記
に
依
拠
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

3
、
「
東
州
雑
記
」
　
の
応
永
二
十
七
年
ま
で
の
地
震
・
噴
火
記
事
は
'
「
神
明
鏡
」
　
に

依
拠
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

中
世
後
期
の
地
震
に
は
'
享
徳
三
年
(
1
四
五
四
)
　
三
月
十
丁
目
の
奥
州
地
震
津
波

(
-
 
I
)
、
明
応
四
年
(
7
四
九
五
)
八
月
十
五
日
鎌
倉
地
簾
津
波
(
s
f
)
な
ど
'
地
簾
史
を
考

え
る
う
え
で
重
要
な
地
震
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
震
は
、
年
代
記
を
研
究
す
る
こ
と
な

し
に
は
そ
の
性
格
が
明
確
に
は
で
き
な
い
地
簾
で
あ
る
.
東
北
・
東
国
・
九
州
で
起
こ

っ
た
地
震
は
、
京
都
・
奈
良
の
信
頼
で
き
る
日
記
・
記
録
で
は
地
震
の
性
格
は
把
握
で

き
ず
'
年
代
記
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

本
稿
で
検
討
し
た
年
代
記
は
、
年
代
記
の
う
ち
の
一
部
で
し
か
な
い
。
地
震
史
研
究

を
深
め
る
た
め
に
、
さ
ら
に
年
代
記
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

註
(
1
)
　
田
良
島
哲
「
地
震
史
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
お
け
る
史
料
学
的
課
題
-
中
世
の

年
代
記
を
中
心
に
-
」
『
月
刊
地
球
』
三
一
七
号
、
二
〇
〇
五
年

(
2
)
笹
本
正
治
r
中
世
地
震
史
料
の
問
題
点
」
『
月
刊
地
球
』
三
1
七
号
へ
二
〇
〇
五

年(3
)
『
越
後
年
代
記
』
は
'
正
確
に
は
『
新
撰
越
後
国
年
代
記
』
と
い
う
。
全
文
翻
刻

は
、
矢
田
俊
文
・
相
沢
央
編
『
新
撰
越
後
国
年
代
記
』
(
新
潟
大
学
大
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
資
料
叢
刊
Ⅳ
)
、
新
潟
大
学
へ
　
二
〇
〇
五
年

(
4
)
矢
田
俊
文
r
既
刊
地
震
史
料
集
の
校
訂
の
諸
問
題
」
『
月
刊
地
球
』
三
t
七
号
へ

二
〇
〇
五
年
へ
　
の
ち
矢
田
俊
文
『
地
震
と
中
世
の
流
通
』
高
志
書
院
へ
　
二
〇
一
〇
年

に
所
収

(
5
)
　
「
重
撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
」
に
つ
い
て
は
へ
湯
谷
祐
三
「
要
法
寺
円
智
目
性

に
よ
る
『
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
と
『
太
平
記
紗
』
の
刊
行
」
『
名
古
屋
外
国
語

大
学
外
国
語
学
部
紀
要
』
四
〇
号
へ
　
二
〇
二
年
へ
朝
倉
治
彦
「
要
法
寺
版
『
和
漢

合
運
』
素
描
」
『
国
華
院
大
草
近
世
文
学
会
会
報
』
一
五
号
、
二
〇
〇
九
年
が
詳
し

い
。
湯
谷
氏
は
'
大
永
二
年
二
五
二
二
)
　
が
蓮
左
文
庫
本
『
倭
漠
皇
統
編
年
合
運

図
』
の
底
本
の
書
写
年
次
に
近
い
と
す
る
。

(
6
)
鷲
尾
順
敬
校
訂
『
西
源
院
本
太
平
記
』
刀
江
書
院
t
 
I
九
三
六
年

(
7
)
本
稿
で
は
　
「
重
撰
倭
漠
皇
統
編
年
合
運
図
」
　
の
l
三
六
一
年
地
震
の
記
事
の
根

拠
は
古
態
本
太
平
記
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
二
二
六
一
年
地
震
が
な

か
っ
た
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
地
震
に
よ
る
難
波
浦
の
津
波
被
害
は
'

『
嘉
元
記
』
で
確
認
で
き
る
(
矢
田
俊
文
「
地
震
被
害
と
摂
津
天
王
寺
西
浦
・
遠
江

中
部
低
地
」
『
中
世
考
古
学
文
献
研
究
会
会
報
』
八
号
へ
　
二
〇
〇
七
年
、
の
ち
矢
田

俊
文
前
掲
『
地
震
と
中
世
の
流
通
』
に
所
収
)
0

(
8
)
　
「
[
古
代
・
中
世
]
地
震
・
噴
火
史
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
(
β
版
)
」
。
以
下
、
本
稿
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で
出
典
を
記
さ
な
い
も
の
は
、
私
も
作
成
に
加
わ
っ
た
　
「
[
古
代
・
中
世
]
地
震
・

噴
火
史
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
(
β
版
)
」
　
に
拠
っ
て
い
る
。

(
9
)
『
石
巻
市
史
』
第
7
巻
通
史
編
(
上
)
、
石
巻
市
、
r
九
九
六
年
o
史
料
3
　
「
加

納
家
年
代
記
」
　
は
応
安
元
年
条
に
一
三
六
一
年
の
地
震
記
事
を
記
す
が
'
「
康
安
」

の
誤
り
で
あ
る
。

(
2
)
難
波
信
雄
「
解
題
」
『
大
水
記
・
水
損
難
渋
大
平
記
・
洪
水
心
得
方
・
享
保
十

七
壬
子
大
変
記
・
年
代
記
・
凶
年
遺
作
日
記
・
附
録
』
(
日
本
農
事
全
集
六
七
　
災

害
と
復
興
二
)
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
九
八
年

(
3
)
　
「
重
撰
倭
漠
皇
統
編
年
合
運
図
」
と
同
系
統
の
年
代
記
に
は
、
吉
田
光
由
編
の

r
指
事
倭
湊
皇
統
編
年
合
運
図
」
　
が
あ
る
。
本
史
料
は
、
早
稲
田
大
学
古
典
籍
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
'
「
加
納
家
年
代
記
」
慶
長
元
年
閏
七
月
十
二
日
条
ま
で
の
う
ち
'
元
亀

元
年
十
月
五
日
・
天
正
三
年
十
一
月
十
六
日
・
天
正
七
年
三
月
二
十
三
日
'
天
正
十

年
二
月
十
四
日
、
天
正
十
三
年
八
月
二
十
八
日
の
津
波
と
噴
火
と
思
わ
れ
る
記
事
を

省
略
し
て
い
る
。
r
加
納
家
年
代
記
」
　
が
い
か
な
る
年
代
記
・
記
録
等
に
依
拠
し
て

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
別
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

で
あ
る
。

(
3
)
　
「
重
撰
倭
漠
皇
統
編
年
合
運
図
」
を
利
用
し
て
作
成
さ
れ
た
年
代
記
と
し
て
は
'

ほ
か
に
小
瀬
甫
庵
『
年
代
紀
略
』
が
あ
る
。
柳
沢
昌
紀
氏
　
(
「
小
瀬
甫
庵
に
と
つ
て

の
歴
史
-
『
年
代
紀
略
』
と
『
信
長
記
』
『
太
閤
記
』
I
J
『
日
本
文
学
』
五
九
へ
　
二

〇
1
〇
年
)
　
は
'
『
年
代
紀
略
』
の
記
事
は
、
ほ
と
ん
ど
が
　
r
重
撰
倭
漠
皇
統
編
年

合
運
図
」
と
同
じ
で
あ
る
が
'
天
正
十
三
年
と
慶
長
元
年
の
地
震
の
増
補
記
事
は
改

訂
者
の
生
々
し
い
見
聞
の
記
憶
に
か
か
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
天
正
十
三
年
の

増
補
記
事
は
、
「
越
中
木
船
城
沈
人
へ
　
人
多
死
」
、
慶
長
元
年
の
増
補
記
事
は
、
「
五

敢
内
人
多
死
」
　
で
あ
る
O
な
お
、
『
年
代
紀
略
』
の
国
立
国
会
図
書
館
本
と
京
都
大

学
谷
村
文
庫
本
の
慶
長
十
七
年
　
古
活
字
版
は
'
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
餐

料
・
京
都
大
学
電
子
図
書
館
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
3
)
『
鎌
倉
大
日
記
』
(
神
奈
川
県
史
編
集
資
料
集
　
第
4
集
)
'
一
九
七
二
年
、
神

奈
川
県
企
画
調
査
部
県
史
編
集
室

(
1
)
　
臼
井
信
義
r
鎌
倉
大
日
記
に
つ
い
て
」
『
歴
史
地
理
』
八
四
-
二
、
一
九
五
三

午(!
2
)
『
続
群
書
類
従
』
二
十
九
上
。
中
世
後
期
の
地
震
・
噴
火
記
事
に
つ
い
て
は
'
「
永

(・)

禄
七
年
甲
子
正
月
十
九
日
、
於
常
州
佐
竹
太
田
求
之
、
奥
州
揚
津
之
住
僧
治
郎
卿
」

と
い
う
奥
書
を
有
す
る
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
蓑
松
本
神
明
鏡
と
そ
れ
ほ
ど

違
い
は
な
い
の
で
'
本
稿
で
は
群
書
類
従
本
を
使
用
す
る
。
裏
松
本
神
明
鏡
に
つ
い

て
は
'
藤
原
重
雄
氏
(
「
蓑
松
本
『
神
明
鏡
』
の
書
写
に
み
る
戦
国
期
東
国
文
化
」
『
古

文
書
研
究
』
五
九
、
二
〇
〇
E
5
年
)
　
の
紹
介
が
あ
る
o

(
5
2
)
加
美
　
宏
「
神
明
鏡
」
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
三
巻
へ
一
九
八
四
年

(
1
)
佐
々
木
紀
1
　
r
『
神
明
鏡
』
伝
本
の
整
理
と
成
立
に
つ
い
て
　
(
上
)
」
『
国
語
国

文
』
六
九
-
一
'
二
〇
〇
〇
年
へ
佐
々
木
紀
一
「
『
神
明
鏡
』
伝
本
の
整
理
と
成
立

に
つ
い
て
(
下
)
」
『
国
語
国
文
』
六
九
-
二
、
二
〇
〇
〇
年

(
2
)
　
「
神
明
鏡
」
は
'
火
山
噴
火
の
基
礎
史
料
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
(
大
森
房

吉
『
震
災
予
防
調
査
会
報
告
』
八
六
号
(
日
本
噴
火
志
上
編
)
へ
　
1
九
一
八
年
、
山

元
孝
広
・
伴
　
雅
雄
『
那
須
火
山
地
質
図
』
通
商
産
業
省
工
業
技
術
院
地
質
調
査
所
'

一
九
九
七
年
)
0

(
2
)
『
喜
連
川
町
史
　
第
二
巻
　
資
料
編
2
　
古
代
・
中
世
』
喜
連
川
町
、
二
〇
〇

i
f

(
2
0
)
山
本
隆
志
「
資
料
解
説
」
『
喜
連
川
町
史
　
第
二
巻
　
資
料
編
2
　
古
代
・
中

世
』
喜
連
川
町
、
二
〇
〇
一
年
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(
2
1
)
こ
の
地
震
に
つ
い
て
は
、
保
立
道
久
「
貞
観
津
波
と
大
地
動
乱
の
九
世
紀
」
　
(
『
季

刊
東
北
学
』
二
八
号
へ
　
二
〇
二
年
)
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
地
震
に
つ
い
て
は
、
金
子
浩
之
「
宇
佐
美
遺
跡
検
出
の
津
波
堆
積
物
と
明

応
四
年
地
震
・
津
波
の
再
評
価
」
　
(
『
伊
東
の
今
・
昔
　
伊
東
市
史
研
究
』
　
l
〇
号
、

二
〇
二
年
)
　
が
重
要
で
あ
る
。
本
論
文
に
つ
い
て
は
西
山
昭
仁
氏
に
ご
教
示
い
た

だ
い
た
。
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